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2５ 
『荒野の狼』（一九二七年）の終りの魔術劇場最終シーンで、主人公は．〈プロが突然変身したモーツァルトから言（１ａ） 
われる。「なんて君はいつも悲壮なんだ。ユーモア（困巨日・円）はいつも絞首台前のユーモア（の巴、のロ盲目。『）だよ。」
（１ｂ） 
「君は生のユーモアを、この人生の絞首台前のユーモアを会得すべきだよ。」「もうそろそろ理解力（ぐの曰巨口津）を
身につけ給え。生きなきやあ駄目だ。笑いを学ばなきゃあ。背後に隠れている智（の①回）を信じて、生の呪わし
（１ｃ） 
いラジオ二口楽を会得しなきやあ。その愚劣騒ぎを笑うことをさ・」そして最後に．〈プロから、「人生遊戯の駒の扱い
方の会得ですよ。」と。．〈プロは官能的ジャズ音楽の奏者である。日本にも元禄時代に町人の心意気から下人の伊達
まで包んで歌舞伎的両義を孕む「曳かれ者の小唄」的ユーモアがあったように、ドイツにもそう訳せるの＆ぬｇ‐
盲
目
貝
な
る
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。
封
建
重
圧
下
の
町
人
状
況
が
な
く
な
っ
た
現
代
、
こ
れ
は
負
け
惜
し
み
の
強
が
り
の
意
味
に
な
っ
からかい
ている。このシーンは魔術劇場の両極的椰楡だからそれでもいいが、この小説が示そうとする現代に不可欠なユー
モアのあるべき姿を見るためあえて「絞首台（○四］ぬ目）前のユーモア（盲日日）」と訳しておく。
ヘッセが「現代は、ドストニプスキーが絞首台前に立ちそこから予言者の面持で出てきた体験を、みんな一度は
、
、
、
、
自分のなかでしなければならない時代なんだ」と一九一九年に一一一口ったのは前稿で見た。その彼自身の体験は、その
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2６ 
二年前、一九一六－一七年の間にある。それを彼は『デミァン』（一九一七年執筆）での無意識がつくりだす魔術で超
えた。そこで身をもって掴んだ予感が一挙に「予言者の面持」で出たのが一九一九年なのである。堰を切ったよう
に、一年間によくも、と思える移しい評論、小説群が出た、その評論中の言葉である。だがいずれも予言者の顔を
もつこれらの評論、作品群も、その冬の『シッダルタ』第一部で行詰る。三年間中断して出来た中篇『シッダルタ
インドの詩』にも読者は困惑しか示さず、ヘッセは小説を断念し、一九一九年の同じ評論中で「未来はわからな
マ
ー
ギ
プ
シ
ニ
・
デ
ン
ケ
ン
いが、道はこ』」にあり明白だ」と書いた「『魔術的思考』で自分の内部の混沌とした野性的、衝動的『悪』をも糸
力
１
オ
ス
つめ」「混沌を自分に引き受ける」道を、ひとつづつ辿って、前稿末で見た五十才での決定的危機を迎え、」」の一
九一九年からなら八年、『デミアン』からなら十年で、この『荒野の狼』の魔術劇場を創り出した。そこで生れた
、
、
、
、
「ユーモア」が「絞首台前のユーモア」なのである。
こ
う
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こ
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に
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・
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ン
さ
え、三年後の一九三○年の彼の『ナルチスとゴルトムント』は、同年刊『日記』で、欽事的技法が表現上段も成功し「政治的
な賢明さとドイツ・ロマン派的、現代心理学的、否、精神分析的な諸要素の混合物に包まれた素晴らしい」（２３小説と絶讃
するが、これはついに評価しなかった。このマンの態度は、ゲーテの古典主義に立つマンの姿勢から推察はできる。だがヘッ
セはその間もいろんな形で繰返し、この小説で自分は「モーツァルトと不滅の人含の信仰と魔術劇場を書いた」と書き、その
不滅の人をとして、小説中でも屡灸、ゲーテを名指しして語り、ソクラテスを示唆している。そしてマンのこの評価に対し、
同年のアッカークネヒト宛手紙で、自分のこの小説の構成（本稿終節で示す）を自ら語り、それに続けて、「言うまでもなく、
これと較べるとブルトムント』は少しも良い点はない。確かに『ゴルトムント』は人々をうっとりさせる。」「ドイツのご立
派な読者なら．〈イブをくゆらせて中世を想起し、人生をいかにも美しく、いかにも物悲しく感じることができる。」「だがそこ
では、自分と自分の生そのものと仕事、戦争とそのような文化、など思い出す必要はない。」つまり「またしても自分の気に
入った本」を見出せる。尤も、こんなことは「所詮、ごく少数の入念に関わる事柄なのだ」（２ｂ）と書く。そして前稿冒頭で
、
１
１
、
、
一一一戸葉だけ紹介したように、誤解はすべて「積極的で快活な、個人と時代を越えた信仰の世界が向いあっている」のが理解され
、
、
、
、
、
、
ない点にある、という。だがそれは、その信仰に灘びく魔術が、理解されなかったのである。
小
説
は
方
法
と
内
容
の
両
面
か
ら
評
価
さ
る
べ
き
だ
が
、
こ
の
小
説
は
、
マ
ン
同
様
に
、
方
法
面
で
は
、
無
視
か
、
な
い
に
等
し
い
酷
評
が
多
い。混迷の時代に対決しうる堅固な文体もなく、呆れた放盗な、主憎的また偏執的悪文だ、というのが大勢だ。内容も同様
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で、社会変革の具体なく、反社会的幻想か、ヒッピー的陶酔だ、と。僕はそれらすべての誤解を、あの八『魔術的思考』をユ
ーモアへと拡げる両性具有のイローーーの観点Ｖの欠除に見る。へ１ゲルのようにそのような形のイローーーじたいを否定するな
ら別だが、僕が目を通した欧文、邦文の十余の論究でも、この観点を中心に取扱ったものにまだ出会わない。この観点を、ヘ
ッセのこの十年間の実験と観察の道程の中で確認する考察が、テキストを直接扱う前に必要だ。それを本稿で試みる。
彼は第一次大戦冒頭、時代が赴く狂気に対し警告し「理性」を要求する。そのことから捲きこまれた運命のなか
で、二年後には、逆に自分がその狂気に怯えて立っていた。その中に「絞首台前の体験」と『デミァン』体験があ
った。そして彼が捲きこまれたこの運命が実は自分がつくりだした運命であることを自分の中に見、そんな運命を
生承だした無意識衝動の中に悪意と祝福の椰楡を見出し、その向うに拡るユーモアの世界に躍り入る。それが小説
『荒野の狼』なのである。この道の出発点に、この小説を両極から揺ぶっている強迫観念の始りがある。それが、
象徴的な多様な表現と形でこの小説の魔術劇場を形造ってゆくのである。
前稿では寳及だけで立入らなかった、この小説の出発点となっているその「理性の訴え」事件の大要は臓瀝こうだ．ｌ彼
は始めからの、世に言う反戦論者ではなかった。一九一四年七月に第一次大戦が始まって領事館での国民兵点呼の際には、三
七才の彼が進んで志願兵を名乗りでている。戦争はやむをえないという状勢判断、戦場に赴く同胞への連帯、そして時代への
賦罪意識からである。そしてその志願は強度の近視のため却下されている。だが、開戦当初の、異常に典恋して狂気に向う知
卜
１
シ
友の詩人や文化人の一一一口論に、同年十一月新チューリッヒ新聞寄稿で『おお、友らよ、一」の階調でなく！』を書く。この題は周
知のペートーヴェンが第九の歓喜に寄せる合唱導入部に加えた言葉だ。その内容はつづめれぱこうだ。八段も優れたドイツの
思想家や詩人達が生きてきた精神、その正義と節度と人間愛をいま想起する時です。戦争の克服はつねに変ることなく私達の
股も崇高な目標であり、ヨーロッ．〈のキリスト教的心情の変ることなき究極的結論です。それを想起しようＶ（３）と。この
「控え目な」「理性」の訴え（『荒野の狼』以下同じ）は、激しい憤激で迎えられた。出版社と支持者が「敵になり、友人は離
れた。」ここから始まる、前稿でも言及した経済的困窮や末子の脳病や彼も原因する精神障害の妻との葛藤と別離、子供達も
皆他に預ける孤独、（その奥では捕虜ドイツ兵救済事業に打込む過労もある）等をでの自律神経障害からもくる痛風と偏頭痛
ノ
イ
ロ
１
ゼ
の「地獄の日と」や、陥った重症神経症での「自殺幻想と狂気への怯え」に関する『荒野の狼』での描写は凄じい。
この年に出たフロイトの名著『精神分析学入門』の中の次の言葉は、時代の犯罪意図に抵抗したその受難意識の
”中のヘッセを、天啓のように撃ったのではないか。どこにも言及はないが想像はされる。「汝の責任を拒承、汝が
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これらの犯罪意図にいかに反対したかと汝の無罪を断言してゑても、無駄だ。汝にはとにかく罪がある。汝はそれ
ら
の
意
図
を
滅
ぼ
す
こ
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来
な
か
っ
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、
そ
の
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．
」
ｌ
（４３） 
オイディプス悲劇で「観客」はこのように詩人が「自分達に向って」一一一口っているのを聞く、という一節だ。既に、
タ
ブ
ー
一八九五年のヒステリー研究でも予見しているが、フロイトは一九一一二年の『トーテムと禁忌』いらい、宗教と道
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
徳の究極源泉の罪責意識を、人類が最初に「自己内の」葛藤として知ったのが｝」の劇であり、》」れが精神的神経症
、
（４ｂ） 
患者が苦しめられる罪責意識の源だと断一一一一口してきていた。これはヘッセを震憾させたに違いない。だがフロイトは
この言葉で救いの道を示していた。
（
４
ｃ
）
パ
ラ
ノ
イ
ア
フロイトによれば、錯乱や偏執狂発作は、現実の強迫による緊張から逃げだすために、苦しまぎれに無意識が作
バ
ヲ
ノ
イ
ア
リ出す逃避場所だ。潜在的な被害妄想から偏執狂発作に逃げこんだ患者の治擁法は、その発作に逃げこみ流入した
心的エネルギーを取り去ればいい。妄想を解明してやっても無駄だ。解明しようにも意識は空家同然だから。そう
ユーパーイプヒ
ならぬ前に、意識の緊張で破裂寸前の心的エネルギーを、どこかに放出すればいい。そしてその放出先が超自我だ
ということを無意識は知っている。超自我とは、子供が両親とくに父親から無意識に受け継いだ、無意識内部で意
イ
ン
ス
タ
ン
ワ
織を検閲し、判決裁可する検閲所、法廷だ。厳しく霧く父親だ。その背後には優しく執り成す母親もいるが、人間
を万物の尺度に据えたヨーロッ。〈の、理性による父権秩序の意識の深層には、だから、この父を殺害し、母と相姦
も
、
、
、
する衝動がいつも隠れていて、それが宗教や道徳の罪涜意識をいつか形造っている。柿しい声」とだがその衝動の中
に心的エネルギーを放出するならば一時的には解放される。そしてそこに、フロイトはオイディプス王の悲劇にお
ける観客のカタルシスの場を見ていた。このオイディプス悲劇に魂を揺ぶられ吸い取られる心的エネルギーの中
カ
グ
ル
シ
メ
で、深層の欝屈した衝動を吐潟し排泄する生理的浄化である。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ヘッセはいま立つ「絞首台前の」錯乱衝動を、一気にそこに放出して全幻想をその造型に傾けた。それは無意識
と意識の境界での夢と同じである。絞首台前の夢だ。夢に溢れた無意識衝動は、驚き硬直する意識の検閲の網をく
エ
ン
シ
ニ
ー
ジ
ア
メ
ム
ニ
エ
ク
メ
タ
シ
ー
星
ン
シ
ニ
ー
ぐり不可解な幻想を生む。その幻想は奇怪で、さまざまな形のエロスの激情・昂揚と亡心我・脱自を生む。その激
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ゾ
ア
メ
ム
ス
ニ
ク
メ
タ
シ
ー
も
情や忘我のなかで、無意識の奥深く抑圧してきた異質の世界への憧れを未知の性と異性に、そしてその性が開
、
、
、
、
、
、
く未聞の経験に跳ばせ、その眼眩めく未側の歓びや昂揚の経験に驚く、自由な開かれた感覚を体験する。（これがじ
つは『荒野の狼』でへルミーネに導かれる魔術劇場でのマリヤ体験を構成する。その奥には。〈プロⅡモーツァルト
がいる。だがそれは十年後だ。）いまは『デミアこの登場人物たちが、無意識と意識の境界に現れて、作者ヘッセ
、
、
、
、
、
、
、
、
がまだ生きていない影の領域と死守すべき既成の光の領域である悪と善や官能と理性やそれらを代表する母と父の
奥にある母権と父権の根源的吸引つまり悪魔と神の磁力、を体現して揺ぶり誘い、さまざまな幻想衝動を痙翠的に
、
、
、
、
、
、
、
跳び交わす。（実はその痙蕊は、軽快快活に無意識と戯れ遊ぶ弾力ある、無限に拡げられた意識が生れることで超
えられうる。それがユーモアだ。ユーモアのもとで意識と無意識は理性的に結婚できる（荒野の狼』中の「論文」）。
だがそれはこの時点での彼にはまだ思いｊもつかぬことだった。）（フロイトはそんなユーモアについて既に一九○五年に雷
いているが、いまのこのヘッセの「絞首台前のユーモア」に実際に言及するのは一九一一八年である。それは後節で見る。）
カ
ク
ル
シ
メ
夢は醒めてＪも夢での情動は残る。『デミァン』はその無意識情動を夢口述で浄化させるフロイトの治療の道をと
、
、
、
る。上述の文字通り夢中に現れる妖しい人物達があの両立しえぬ光と影の一一領域を混沌と融合するその情動感覚
は、意識の劣等部分を眼醒ませ、意識全体をその人物幻想がつくる未聞の世界で覚醒させ、いや、覚醒させようと
、
、
、
、
意識全体を痙箪させる。そこまでが、『デミァン』での予感だった。ＩＩそれが予感でなく現実なら、原理的に一一一口
えばそのことで意識の全機能が帯電充溢し、いかなる無意識衝動をも包ゑうる制約されない意識つまり全く新しい
主体と理性がそこに生れるはずである。そしてそれはＪもはや一九一四年時点での理性すなわち時代や自己の衝動で
ひぴ
す〈、鱒いる理性ではない！。だがそれはまだこの『デミァン』では遥かな世界で、恐しく困難な過程だった。その
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
過程はただ屡食、意識が怯える錯乱を単に無意識の錯乱に移すことだけを意味した。（『デミァン』発表の童９℃ないあ
と一九一八年七月の『芸術家と精神分析』で、彼は深い感謝を書くが、同時に、精神分析家は芸術家の夢から科学を生染、それ
で芸術家を刺激し震憾もさせるが、主体者として苦闘して夢を創りだすのは芸術家の宿命だと醤く。）その苦悩の過程で、ニ
ングが一九一六年に私書版で潜かに友人に領けていた、グノーシス密儀書に形をとった小冊子『死者への七つの語
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3０ 
、
、
何かをｊい〕ち、
感仁止まり、
終っている。
らい』を、担当医Ｊ・Ｂ・ラングを通して知った。（それは『デミァこでも、主人公の少年がデミアンに反撲して別れて
いた間に知る元神学者でグノーシスを極慨する教師ピストリゥスを通して知る形で出る。）それは、夢よりも奇怪で凄じい、
、
、
、
プ
ソ
イ
ロ
ー
マ
、
、
、
だが未聞の「充溢」に導く「原初の両性具有」神アプーブクサスの誘いだった。（ヘッセはその名はゲーテの「西東詩集」
で知っていたと小説に書いているＪその両性具有神は、光と闇とへの人間の原衝動また男と女との異性への原衝動の
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
メ
め
倉
い
混沌を抱いて、造物主と悪魔を、生産と破壊を、充実と空虚を、舷鑓する転換で未聞の充溢に導く。この神が『デ
ミァソ』に最終的に形を与えた。
初為しい自立に歩染出した少年の隠れた憧れが、悪の陥弊に踏みこむ蟻地獄での、自ら招いた運命の悪意満つ郷楡する悪夢
が、無意識の父殺害・母との相姦衝動と幻想を生む。その恐怖は必死で非エロス的に逃れる聖少女役映像も生む。そしてそこ
での憧れと恐れがついに見出す友人がデミァンである。デミァンは少年を吸引し、反捜させ、近づき、遠ざかりつつ彼を把え
てゆく．それはあのオヴィディゥス描く綴ぷるディォニニソスの少年司祭ｌ「鯵に角ある壜しい牡牛の顔であり、時に少女
であり、そして永遠に天上の美少年」を思わせる、悪と善、影と光の両性を具有する「遥しき」白哲の美青年である。そして
ソ
フ
ィ
ア
・
ゾ
ー
ニ
その背ろにはあのグノーシスの生ある英知が派遣し』Ｌ原母イブの名をもつ、デミアソの母でありつつその愛人をも暗示する二
。〈が現れる。彼女は、官能と英知が混融する無限抱擁の優しさと峻厳な雄々しさで、眼眩む合体へと吸引する。そして、錯乱
び
た
い
した時代がついに突入した戦場で、主人公はそのエ．〈の額から飛来した砲弾で瀕死の重傷を受ける。血がたえず溢れ続ける唇
に、生死の境の幻想の中でデミァンがこれまでの自分の揺ぶりを語りつつそくの戯けの熱い接吻を送る。幻想が消え、涯もな
、
、
、
、
、
、
、
、
じ
く続く激痛の中で主人公は、自分のこれまで辿ってきた道のその「暗い鏡」にまどろむ運命の「黒い鏡を見入ればいい」、そ》」
、
、
、
、
、
、
、
、
に「いまはデミァソに似ている自分自身の姿」が見えると「感じ」て終る。（傍点筆者）
この無意識衝動は共同体でも同じで、共同幻想をユソグの言う集合無意識の中でつくる。革命と敗戦下のドイツ
国民にとって、この『デミアン』は、大戦という狂気と破滅に誘った無意識衝動を未聞の覚醒による新生へと導く
、
、
何かをもち、熱狂的評価も受ける。だが》」の作品は、匿名魔術師の作品として著者匿名で出た如く、内容末尾も予
習かプメト
感に止まり、「暗い鏡に運命の様為な姿がまどろむ」自分の中の「黒い鏡」に生れ出る自己を「感じ」るところで
そこから溢れ出た一九一九年の一連の小説の主人公達も同様で、前稲ではその可能性の面は見たが、時代と共にあるいは自
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3１ 
そしてそれらのすべては、じつは既にあの一プミァンの両性具有の素顔がリアルに示している。それは僕に、新約
、
、
、
、
、
、
、
鴬噸騨蝋衲鴻溥鰹》細鮎淑潮瀬鰡灘調鍼纈鞠醐蕊震疏帥悪聯
、
、
て、「突然」少年の「心に甦った」、かつて「デミァンに関して味わった最も深刻な場面」での顔である。’－よ天然
のその、「眼は開いていても視力なく、呼吸もない」顔は、思わず少年に彼は「どこから来て、どこに行く」と心
中で叫ばせる「身ぶるいさせる」「萱白い石化した仮面」そのものである。それは「ひそんだ強い生命を孕む」「堅
さや
い莱」であり、「動物的に無情に美しく冷たく死んでいて、しかも前代未聞の畔『醜に満ちた隠微」死膨切、いや、
「無感覚な石」で、包んでいるのは「静かな空虚、エーテルと星空、孤独な死」だ、と少年に言わせる。ここにあ
るのは痙箪的混沌が凝集した柿しい超人像である。全くの「完全な真剣さ」だけで、老練の明るい機智も戯れもな
い。少年が一一一旨うその「異様な空洞」は、両極で揺ぶり誘う奥の無極の空洞ではない。いわんやそれは、悪魔でも神
でも、男でも女でもない完全な無制約の中でのそれではない。
これはドストェフスキーが描く、発作に襲われる瞬間の絶望と洸惚が凝集した柿ろしいムイシュキンの姿であり、イワン・
カラマゾフが語る大審問官の前に佇立する入神の顔でもある。そしてこの場面全体のデミアンには、次節で見るユングのマナ
人格を思わせる、天才が時に陥る．無意識による意識の自己膨脹２ゴ・インフレーション）での狂気の可能性がある・やは
、
、
、
、
、
Ｔ
り一九一九年でのヘッセの『我意』と『ツアラッストラ再来』はそのニーチェの世界だった。そしてその冬の、ヨーロッパと
は異質のインドを舞台にしたフッダルタ』では、彼はそこでの両性具有像は殆ど見当がつかず、中断する。その中断のなか
分で、破滅しつつ、まだ、ただ表現を獲得した無意識衝動の中にいる。無意識は憧れ意識が恐れるその両方の衝動に自分を委
ねたクラィンでも、または西欧の没落を予感し非西欧的な一切を表現しつくすことで其の自画像の造型を願う画家クリングゾ
ルでも、まだ意識と無意識は互いに互いを写しあい互いを鏡きこ染あって、いつ相手を呑象こむか狙いあい相手の破滅を待つ
状態のままだし、両者とも無意識のあの白痴ムイシュキン的母権に呑承こまれて、そこでの無制約の祝福を感じながらだが、
死ぬ。そのムィシニキン自身の万有抱擁の無制約世界も、他者の無際限な無意識的受容・理解はあっても、他者に積極的に向
って批判し郷楡し主体的省察もする「明確な意識」とはならないし、カラマゾプも両極衝動に跳び移る不気味な無秩序のまま
である。
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3２ 
フロイトが見た、獣か狂かの近親相姦を憧れる動物的、いや、悪魔的な「無意識」の中に、ユングはそんな物狂
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
い、神過りまで含めた聖領域の神的創造性をも見る。そこに彼らが快を別つ原因もある。勿論フロイト同様に臨床
治療での苦闘からだが、ユソグはそれを『死者への七つの語らい』での予感から入ったグノーシス研究で見てゆ
く。だがキリスト教的伝統の中でのグノーシス研究はフロイトの道に劣らず困難だった。グノーシスは、キリスト
教徒には『デミアン』における性と結びついた『悪』の領域、キリスト教それ自身にとっては正統派の中にもぐり
こんだ修正主義、例えば過激セクト内部にいる日和見主義のようなものだ。内部から崩す異端だ。だからグノーシ
スヘの弾圧は焚書にまで徹底し、「一ソグの研究材料も教父時代の異端論駁書中の、相手の心理洞察など一顧もしな
い偏見に満ちた引用資料しかなかった。ユングが化学の名で行われた錬金術研究に移ってゆく理由はそこにある。
錬金術は本質も心理現象もグノーシスと等しいが、これは近世まである。
そのような峻厳なキリスト教の内部にありつつもそんな異質なものを認める論理を、十五世紀の司教クザーヌス
（一四○一’九五）が開いていた。十世紀釆の神聖ローマ・ドイツ帝国内部で、一四五一一一年のイスラム勢力による
コソスタソチノポリス陥落により政治的にも東西ローマ教会いらいの文化的均衡が遂に破綻し、その亀裂に噴き出
た両極的葛藤を、ふたたび東方ギリシャ教会的な神秘体験およびアラブ数学論理で統合した道だ。三角形ャ四角形
カラ拡ル極限的無限角体く円ニナルとか分割ノ無限加算〈根源的一ダ（７）＋牛十非十詐十…８）等の髄槻概念により、無
限や絶対者は「反対の一致」（８』己の目ｍＣｐｇの岸・日日）なのであるという論理でそれをなした。それが、西欧
、
、
、
、
、
、
的理性論理の同一律・矛盾律・排中律に、不条理を包む事実ノ論理つまり漸く一七世紀ラィプーーッッで確立した
からへツセはユングおよび十七、八世紀転換期のドイツ・ロマン派を研究する。ユソグも同様の苦悩から時期を同じくしてグ
ノーシス研究に入ってゆき、両性具有の元型を確認してゆく。それはへヅセが『荒野の狼』にとりかかる一九二六年までで、
以後ユングは錬金術に移る。フロイトも一九一一八年には『ユーモア』論を公げにしている。それらを順次に見てゆこう。
Ⅱ 
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タトニマダ知ラレヌ理由デァラゥト、凡テノ存在〈十分ノ理由ヲ存スの理由律を加えた源泉だ。この形而上学的
コインデンチィア・オポソトルウム
、
、
８
、
「反対の一致」による統合、根源的かつ究極的一ないし円が、両性を具有するあらゆる衝動また象徴が目指
、
、
、
、
、
＄
すものだとする視点が、いらい西欧で現象の奥を覚知する思想家を伝統的に深くとら』》へている。
もともとグノーシスはそのような地点を目指しているものでもある。セクトと修正主義との関係のように、グノ
ーシスが自分をキリスト教だと思い人にも宣くるから、キリスト教がそれを異端と公言し弾圧しなければならない
のだ。それは神秘主義での倫理的形而上的覚知や密儀の宗教であり、そこを両性を具有する象徴が目指しているの
も確かなのだ。だからグノーシスの両性具有を、治療医で思想家のユングがクザーヌスのその視点から見るのは当
然である。だが、詩人であり芸術家であるうえに自分と時代の錯乱にいまも怯え果敢に立ち向っているヘッセだ。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
０
℃
、
、
、
、
グノーシスであれその解釈理念であれ、何でも手懸りにはしても、それらに拘束される余裕はない。必死または無
、
、
、
、
、
、
、
我夢中の中で自分自身の視点を生糸だすだけだ。
、
、
も
も
、
ユングによれば、グノーシスで、人間の内なる神智の「祖型」Ⅱ「元型」もしくは「元型的光また住居」（８ａ）と表現される
ヘ
ル
マ
マ
ブ
■
デ
イ
テ
元型のなかで、男女両性具有像は理想とされる害工全人の諸象徴中で最も広く用いられていて、男と女、影と光の両性を具有す
る両義的幻想で性や生死の制約を超えさせて、無制約存在へと導く。このヘルマフ日アィテをユングは「魂を冥府に道案内す
、
、
、
、
、
、
ｂ
も
、
、
も
り
、
□
０
る死の神Ｉ男神へルメスと、生命を誕生させる女神アフロディテの結合」とすると湯浅氏は一一二口う（８ｂ）。確かに両者の結合語だ
が、ヘルメスはもともと境界と道標べの道祖神で、冥界と現世を自由に往来する、そんな境界で両極で揺ぶる悪戯者いわば天界
、
、
、
ｂ
ｂ
、
導者でもありつつ魔界誘惑者でもある存在だ。アフロディテの由来も、多鳥海の危険な暗礁満つ難所の航海導者女神でありつ
つ同時に伯い海難の魔女神でもある。愛の導者としても同時に愛の狂気にも誘う、エロスの両極性で揺ぶる女神なのである。
、
、
、
、
、
、
、
へ
ル
マ
フ
ロ
デ
ィ
テ
両性具有神とはそんな両義的な双神の混沌たる転換なのだ。
だがともかくへツセは、フロイトによる「無意識」内の父殺害ｌ母との相姦衝動から『デミアソ』で彼を解放し
タ
ブ
－
た幻想像を、ユングによりグノーシスに顕われている形象として知る。ユソグはその近親相姦禁忌を超える知恵
を、グノーシスが解釈した旧約の出挨及記のモーセをめぐる近親関係に見る。（その箇所はフロイトも彼自身の解
（８ｃ） 
鋼釈で追求している。）そのユングの解釈を、フロイトと関わらせて表現すればこうだ。モーセの姉ミリアムは、毛
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3４ 
リ
ピ
ド
ー
ーセが深く抑圧する隠蔽記憶の中では近親相姦願望Ｊもありうる親縁内性情動が働きあう姉だから、旧約では魔術的
、
、
人格をもつ女子一一一一回者だ。ミリアムは、モーセが、子なき彼に子孫が生れる「黒いクシの女」チッポラを妻に要ると
き、反対し喪める。それに相対するチッポラの父、ミデアン人の祭司で老賢者エテロとの関係だ。主は癩病でミリ
、
、
アムの体を雪のように「白くした」。その』」とでモーセの魂はミリアムから老賢者の領域に入り、チッポラと霊的
に一体化した野虹蹴傍建瀞的人間となり、彼の魂は上方に流れる聖ヨルダン川によりアダマス（原アダム）へと導び
かれ、イスラエルの民の導者となる・アダマス（へプル語アダム）は争い零隷逢「鐡雛野を意味し、何者にも支
〈８ａ）
テ
ン
ト
■
Ｉ
漂
〆
、
、
かたわ
配されぬ「王なき種族」、原初の完全人「原人」である。｝」の神の智の「元型」は、旧約での人の内なる神の像、入
か
た
ど
イ
マ
一
一
・
デ
ィ
イ
デ
ー
ニ
イ
ド
ス
ヲ神ガ目ラニ像リ剣ツタ神の像に当る。（ギリシャでは、プラトンの理念《形相》に当る。）
タ
ブ
ー
一般的に一一口って、古代人が近親相姦を禁忌視したのは、両親への抑圧された衝動といった動物的なｊものだから怖
ヌーメン（９ａ）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
フ
ァ
ラ
オ
れたというよりｊ⑧無意識内の聖に接触する領域、人には許されぬｊものへの恐れと憧れからと言うべきで、王は自ら
き
さ
さ
（９ｂ） 
を聖なる神と同凶格にするため母や姉妹を妃（形式上の）としたのである。
もともと、聖性は、異様なものｌ異質のＪものを恐れ憧れる感情である。その聖性を女性は性と素朴かつ自然に結びつける。
聖性と性の結合は女性の世界である。そこから平安時代に見るような、母権社会の性の寛容も生れる。時に、性の乱脈すら
も。この事実からｊも、上述来のユングの解釈とともに、次のことは出てきている。
そんな古代的また普遍的な、聖性と性の結合を、ユダャーキリスト教の「厳しく嫉む父なる神」は切断した。そ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
のキリスト教伝統の中では、文化や性も含めて自分と異質なｊもの、異様なｊものへの無意識の憧れは、意識と無意識
の境界の夢でまず「意地の悪い」同性の形で現れる。『デミアン』の主人公が陥った第一の「影」体験であり、蟻
地獄の陥窯で苦しめる。無意識はその苦悶での心的エネルギーを外部の異様なもの、異質なものつまり異性に、そ
れもまず身近な異性に移して、憧れを実現しようとする。こうして、無意識衝動が相手の上に投影されて幻想像を
つくる。それが意識をふりまわし始める。
ユングによれば、自我はつねに混沌から目覚め、混沌を主体的像に映し出して意識をつくる。混沌をありのまま写し告げる
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3５ 
この老賢者、太母的心像に接触するとき、それは測り難い影響をもつ人格的力として経験されるところからマナ人格、）と
ニ
ゴ
ロ
イ
ン
プ
レ
ー
シ
ロ
ソ
ム
シ
＋
呼ばれ、その力に懸依されると、精神病者だけでなく艇を天才的人間が陥るように、自我膨脹を起一」し、自己救世主化、神霊
告知者となる。そこでは、無意識の強烈な力がいわば未分化、未発達のまま意識を占領した状態であり、謙虚に自己と区別が
できなくなるし、無意識と共に先入観や「影」を持込糸相手に愚依してしまう。「ツアラッストラ」におけるニーチェは、目
ル
サ
ソ
チ
マ
ソ
分のキリスト教怨恨説を自分が行う結果になる、とユングは批判する。
そして最後に無意識内に現われるのが、聖性への極限領域の霊性、神性、仏性である。極限領域だから殆どこれ
ア
ー
ト
マ
ン
プ
ル
ン
ヤ
ゼ
ル
プ
ス
ト
は、一切の対立と差別を解消するヴェーダンダ哲学の究極我やヨガの真我や心の全中心と全体たる本来的自己に近
テ
一
二
ア
ー
ー
ム
メ
い
ず
こ
意識と無意識の狭間で自我は「わが霊、わが魂よ何処に」と呼ぶ。（アニマは女性形、アニムスは男性形で、上のは便
宜上分けてルビしただけだが、ユングはこれらを投影像の総称にする。以下、両者のうち男性の場合の投影像つまり男性が女性
に投影する幻想像をアニマで代表させて見てゆく。）アニマは勿論、魔性へｊも誘うが、聖性へそして統合へと向ってゆく。
最初はイプー男を授精させ子孫を生む母や大地の生物段階、次がトロイのヘレネー性ｊも含むが個性ｊも持つ魅力的女
性像、ついで浄化する霊的処女マリヤ像、最後が鎧兜をつけた女神アテナイー東洋の観音Ｊも入る両性具有の英知ソ
（、ｂ）
エ
ー
テ
ル
ナ
ー
ル
０
フ
ニ
ミ
ニ
ー
＊
●
プィァになる。ゲーープの『ファウスト』にはこれがグレートヘン、ヘレネ、聖母マリヤ、永遠に女性的なる』ものの
順で現われる。意識がこの無意識の衝動を馴化し交流し始めるとこれらは芸術的創造力となる。その奥の段階は、
（皿ｃ）
絶望的になったとき救いにくる老賢者Ｉ旧約黙一不文学ではダニニルが見た雪の如く白い衣と白髪の老人で殆ど神的
（、ｄ）
ヨ
『
一
な「日の老いたる者」などの像を結ぶ衝動と、太母‐‐１泉や洞窟や女陰や子宮や母や教会などの像を結ぶ衝動で、両
者とｊも上述来の影やアーーマと結合し暗い衝動をＪい）曳きずり現われる。
ｂ
ｂ
 
ｂ
ｂ
 
、
Ｌ
、
感覚と、こうあるべきだと告げる思考と、どれが好きや嫌いだと告げる感情と、それら全体がどこからど』」へ向うか告げる直
観で、それをする。感覚と思考には、直観と感慨が対極に当る。誰でもその四つのうちの一つをとくに発達させていて、関連
する二つの機能Ｊ四）発達させるが、第四の対極の機能は殆ど無意識状態に近く放置しているものだ。それが劣勢機能だ（皿ａ）。
意識と無意識は合せ鏡のように映しあい、あるいは隙を窺ってしいるから、無意識は意識の劣勢部分に溢れ、それと結合した
幻想をつくる。
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3６ 
『荒野の狼』の両性具有像Ｉ狂気に怯える時代と自分を越える「異質なものＩ異様なもの」を求めて狼と人間に
分裂する荒野の狼ハリー・ハラーを、性と聖性を結合したマリヤと。〈プロに化身しつつ導くヘルミーネの男女両性
具有が、ユングの上述の元型を機縁にしているのは確かだ。そしてユングはこれを、密儀的だが倫理宗教的である
グ
ノ
ー
シ
ス
の
中
で
、
フ
ロ
イ
ト
が
見
な
か
っ
た
無
意
識
内
の
創
造
性
を
意
識
し
、
そ
の
宗
教
的
上
昇
性
で
究
極
的
統
合
を
す
る
あ
の
コ
イ
ン
ヂ
ン
テ
ィ
ア
・
オ
誠
プ
ト
ル
ウ
公
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
「
反
対
の
一
致
」
で
見
て
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
諸
像
は
ぷ
な
、
無
意
識
内
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
じ
つ
は
無
な
意識と意識の境界に生れる衝動と幻想の像である。葛藤する無意識の憧れと意識の恐れが絢い交ざっている。そん
な
古
来
の
元
型
で
あ
る
。
一
九
一
六
年
来
の
へ
ツ
セ
の
狂
気
に
怯
え
る
葛
藤
、
そ
し
て
一
九
二
六
年
で
の
葛
藤
、
と
く
に
後
者
の
詩
集
『
危
機
』
や
そ
こ
で
の
詩
「
荒
野
の
狼
」
は
、
半
ば
狂
気
に
踏
糸
こ
ん
で
い
る
。
そ
の
意
識
の
恐
れ
と
無
意
識
の
憧
れ
の
綱
い
交
ぜ
は
眼
を
そ
む
け
さ
せ
る
。
こ
こ
に
は
、
ユ
ン
グ
だ
け
で
な
く
フ
ロ
イ
ト
の
魔
術
も
必
要
な
の
だ
。
グ
ノ
ー
シ
ス
密
儀
の
背
ろ
や
左
右
に
は
コメ毛淑リニ
そ
ん
な
へ
レ
ニ
ズ
ム
の
陰
微
な
諸
魔
術
が
あ
っ
た
し
、
そ
れ
ら
を
一
緒
く
た
に
呑
み
こ
む
新
世
界
ロ
ー
マ
の
両
極
的
な
、
汎
宇
宙
的
供
コ
メ
仁
承
り
〆
ア
バ
セ
イ
ヤ
笑と間宇宙的無激情とがあった。後者はセネカのストア哲学（前稿で見た、広大で冷やかな星含の間に住承、運命の気紛
ス
ヶ
プ
シ
ズ
ム
れと変化にふりまわされぬ判断留保の懐疑に立ち続ける姿勢）であり、前者はオヴィディウスの神話遊戯叙事詩（ストアと
対極的に、気紛れと変身でふりまわす運命のディオニュソス的椰揃である。そこには激情の両性具有予言者テイレシァスも、サ
ルマキスの泉の妖精の破滅的な（非男非女化する》両性具有も住む）である。『荒野の狼』での魔術劇場に導く両性具有元
（辺）
型はこの二重の容れ物（困巨］の覆面）と形像（国旨）を持たねばならぬ。それは所謂宗教的に超越させるものでは
ない。『荒野の狼』は要約して以下のハリーの、魔術劇場での叫びで終っている。「僕は彼らのすべてを理解した。」
も
、
、
、
、
１
＄
、
、
．
、
ジ
ン
「その背ろの恐ろしい笑いを聞いた。」「ポケットの中の人生遊戯の駒をすべて知った。」「》」の勘を身震いして予感
、
、
、
、
、
、
、
ウ
ン
ジ
ン
、
、
、
、
し、もう一度｝」の戯れを始め、苦痛を払い、その冗談にわななき」「何度でもこの地獄を遍歴しよう。いつかはこ
型論である。
７”ケテニープ
い
、
１
以
上
の
慧
識
震
た
蘂
墓
蕊
の
濤
動
（
古
来
よ
り
の
元
型
）
と
合
一
し
て
、
モ
ー
セ
の
場
合
と
鬮
じ
く
ヘ
ル
マ
イ
ン
デ
ィ
ピ
デ
ニ
ニ
イ
ン
■
ン
フ
ロ
デ
ィ
テ
人
間
と
な
る
こ
と
で
無
意
識
と
意
識
の
交
流
や
馴
化
が
起
こ
り
、
魂
の
個
性
化
が
進
む
と
い
う
の
が
、
ユ
ン
グ
の
元
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3７ 
出会いがあった。
の駒遊び（将棋）をもっと上手にやり、笑いを習得するだろう。．〈プロが、モーツァルトが待っている」と。（傍点筆者）
向うに抜けでて神秘に納董ろのではなく、逆行して再び人生に向う。そしてここへの過程にドイツ・ロマン派との
ユングが見ることができた駁論書の引用資料はキリスト教と粉わしい密儀書が殆どだ。その後、発見された膨大な原資料で
は、前稿で見たように、もう少し両性具有は力動的構造をもっている。旧約では創世記も出炭及記も、シュメールのギルガメシ
ュ王説話の発展的継承だ．ギリシャ悲喜蝋もそれで．ヘレニズムのグノーシスはそれを見ている。ｌモーセが異邦人クレネの
女チッポラを妻にする心的葛藤は、イスラエル民族の葛藤を代表している。モーセは、四百年の挨及の奴隷下での彼らの心的
葛藤と相互間分裂を、自由な新天地での統合に導き出す出淡及の導者だ。その彼の呪的アニマ・姉ミリアムと救済的アニマ・
ア
ゴ
ソ
妻チッポラの格闘である。それは北のガリーフャ湖から南の死海に流れこんでいるヨルダンの流れを上方へと変え、闇の地底の
ア
ゴ
ソ
ァダムでなく天上の光のアダムへ向わす格闘である。それをチッポラの父で異邦の祭司つまり老賢者エテロによってなす。そ
テ
オ
プ
ァ
ニ
ー
、
１
０
、
こに神智の顕現がある。ギリシャ悲劇の型と同じだ。』」れがユングの、近親相姦を超える四組の縁籍櫛造を老賢者で創造的霊
ヤ
ル
グ
パ
ー
ー
的に両性具有化する解釈の実体だろう．ｌグノーシスに一般的な「混沌の子」もつまり旧約の「嫉む、怒る神」で、物質界の
デ
ミ
・
ウ
ル
ゴ
ス
ア
ル
百
ｌ
ソ
ア
イ
オ
ー
ソ
カ
オ
ス
、
、
創造主を諸権力により究極界の光を遮らせている両義的「混沌」である。ユングがあげた諸元型を、グノーシスは神智の元型
デ
ー
ニ
ー
ル
ゴ
ス
的住居また元型的光と表現するが、その神智をキリスト教の神の瀞と見たら問述う。後者は悪魔と同列で闘う創造主にすぎな
ヤ
ル
ダ
パ
ー
Ｌ
い・その両者の格闘を通して光の主が顕現するドープマがグノーシスだ。だから両義的な混沌の子はさまざまな元型をつくりだ
ソ
ブ
イ
ア
’
、
す。そこにはまず対抗的に、同様の両義で揺ぶる英知がつくる蛇を伴う二．〈などの「へルマブロデイテ」がある。さらに、例
えばディォニュソスの従者たち、マルシュァスの笛と共に麻蝉にも覚醒にも導くサチルヌス、つまりインドのカーリー母神の
も
、
、
Ｂ
、
、
Ｕ
ように、いや、ゴヤが描く子を呑承一）承噛み砕く口も持つが、エロチックな半獣半人の老人の悪戯導者のような像をいくらで
もつくる。その元型中、ユングはアーーマは比較的自由に両義で戯れる「水の奴精」と見るが、実際のグノーシスは聖轡のマグ
ダラのマリヤを官能娼婦マリヤとしているように、．ハンドラの箱の根源的悪女も無垢原母まで変身しえ、その奥に顕わに両性
具有の創造的または破壊的元型がいる。闇に光る青い眼・原初の森の鳧・機織る月神でポリス守護神、戦さと生産と商業の両
性共有導者アテナイとともにオヴィディウスの伯い両性具有・男でも女でもなくするサルマキスの泉の妖精もいる。アーーマす
べてがギリシア的へレーーズムの両性具有双面をもっている。
ア
ル
ヶ
テ
Ｐ
１
プ
両性具有元型は、無意識と意識が葛藤する境界に現われ、表層深層、上下左右を千変万化して、プーブトンが『饗宴』で見て
いるように、官能から精神、冷から熱、正気から狂気までを媒介する両性具有ニロースの衝動や幻想である。それは前節で見
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3８ 
尤夢での感覚で、男と女の性的「別離もならず、さりとて合一もならぬ」ａジール『特性のない男』）椰楡的混沌で意識を揺
姶
立
い
ぶり、眩鍛させ、麻揮か覚醒かに誘う魔術と妖術師また導師である。混沌のなかで麻癖させたまま無意識下に引き』」染破滅さ
せるか、未開の覚醒による意識で無意識を統合させるか、の両義で誘う。人はこれを古代から現代まで、無意識的また意識的
に、隠れた知恵また英知として、そこに人間の原郷・母胎回帰願望や再生を托し、凡ゆる形で用いてきた。
こんな両性具有を、ユングと同じ観点からこつびどく批判しているのがジャンヶレヴィッチである。彼は『イロ
ダイナミァク
ニーの精神』の中で、イロニーが陥る罠としてドイツ・ロマン派のそれを見ている。ソクラテスをあれだけ動的に
見る彼が、ドイツ・ロマン派に対しては困惑しきっている。その悲惨を苛惜なく曝露分析しつついつかその豊饒な
創造性を示唆し屯するイロニーの眼をやっと保っている。ロマン派の両性共有は、彼によればあの〈ムレットの科
白「愉快で悲惨！冗長で簡潔１．いわゆる熱い氷、汚れた白雪！この不調和はいったいどんなものかね」（《国ロ日］の（ご
閂・頤・ぐ・局Ｉ届）のような「あれもこれもある」（口（日日目の）悲喜劇的なものだといえる。だからといって、これを
内から支えているイロニーは中性的（局員日日）ではない。だからそこにはさまざまな両性具有像が現われる。そ
（畑ａ）
れは、両立しえない矛盾両極物が継起・交替するか、同時に現われるか、和解的綜合の彼方に吸収されるか、の一二
様で現われている。だが、彼もユソグとともにクザーヌス的視点から一歩も踏み出ていない。そのため辛辣な姿勢
と否定的観察に終始する。ロマン派への古典主義的壮年ゲーテの渋面を思わすし、ヘーゲル的批判を踏襲しさえす
る。その彼の立脚点は、イローーーが両性具有を形造るので、両性具有は前者の偶交の結果であると見る点にある。
逆であって、後者が前者を内包するのだ。そこはシュレーゲルのほうが正確に見ている。勿論シュレーゲルには両
性具有への自覚的言及はない。それはキリスト教的伝統とその啓示表現の力が衰えた現代漸く生れつつある自覚な
のだから。だが彼の言葉は常にそこを志向していて、その眼で読めば明瞭だ。だがジャンヶレヴィッチの酷評が、
逆にロマン派の静的でない動的両性具有の志向性やその止揚なき弁証法の実体を見せてくれる。
ゴ
イ
ソ
デ
ソ
テ
イ
ア
０
ジャンケレヴィッチの批判の畢寛する立場は、「ロマン主義者が、ユーモアと真面目さの一一者択一の彼方にある反対の
介
胡
沙
卜
少
Ｉ
ム
ユムＩル
一致という形而上学的領域を目指しているからだ」（週ｂ）という点にある。そのユーモアとは「不条理に共感する気分」の
ことだ。彼によればロマンティッシェ・イロニーは同音異義語の誤解を利用し、同義語の影にかくれてそのユーモアの地口を
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3９ 
厩・シュレーゲルの、同時に発表された『文学論議』（一八○○）と断片集『イデーン』（一八○○）、その一一一年前
（皿ａ）
からの『リュッニウム断片』（一七九七）と「アテネゥム断片』（一七九八）から彼の志向を聞こう。「文学は魔術の
（晦已）
最も一局貴な分れ枝」だ、様灸な「衝動が精神と結びつき共働すると魔術的力が生れる」、ここに新文学の出発がある
と言う。いま没落と若返りの衝動が交替するこの革命の時代のなかで、「二重構造をもつに至った」生の衝動の「至
（おｂ）
フ・ルヴイルンク
聖の秘儀」が、セルヴァンープスとシェークスピアにある。彼らの作品の「人為的に構成された）」の混乱、多彩な矛
ジ
ン
メ
ト
リ
ー
ニ
ン
シ
ニ
ー
ソ
ァ
メ
ム
メ
イ
ロ
ニ
ー
（嘔ｃ）
盾で鑑惑するこの均衡、いかなる小部分も生きている激情と椰楡のこの驚嘆すべき永遠の交替」、これらは、
つくる。それは「既にない」王国か「まだない」王国か、ノスタルジーと空想との非在の王国だ。（今度はあのデミァンの素顔
カ
ー
ニ
パ
Ｌ
の対極像である。）そんな上述の一一一様の両性具有像を当然だが殆どロマン派の二口楽で見ている。Ｒ・シューマンの「謝肉祭」
を始め、スカルラッテイ、〆ソデルスゾーソ、リストの中に見る。シューマンの音楽はその円舞曲集の後衝きの「どんなとき
にも欲望と苦悩は結びついている」という洞察から生れて、歓び溢れて苦悩に満ち、陽気で憂欝だ。ドピュッシーは「この曲
を人は笑うべきか泣くべきかわからぬ。その両方だろうか」と書き、自分も同様にする。そして文学者らは「崇高と道化の両
義性の中に想像力を働かせる作家」（セルヴァンテス、シニークスピ乙を偏愛する。ゴーゴリが、雨の降る中を輝く太陽のよ
うに、涙の後ろから笑う、それと同様の世界だ。そして〈イネは、異質の気候が一緒になって凍てついた平原である。そこに
、
、
、
６
は、アポロとデイオーーュソスの間を揺れ動く未聞の混合を目指し、極端な逆説の矛盾的並存がある。湯と水が騒ぎ立ちつつ溢
ア
ン
ド
■
苧
兵
ノ
ス
れる。そしてその「感興の内で鳧性の分離に先行する両性具有者か、善悪の分離に先行する堕罪前の無垢かの、つまり「向う
ア
ソ
ニ
ニ
イ
ユ
ム
ー
ル
側」を見出す。現実にはそれは「倦怠の気分」（月光の倦怠１．）か、闇夜にはどんな猫も灰色に見える（ヘーゲルー・）それか、
ともなる。事実、出発点での「敏捷な混沌」や「超越的な茶番劇」の果敢な乗り手、騎手らは、終点では聖なる倦怠か、神秘
家か、回心に走りこむか、聖職者になる。（これは一六世紀英国のダンのそれと同じで、シュレーゲル、リストの、世に言う
回心や聖職でのその内容が再検討の課題に残る。）以上のこれらの批判でジャソヶレヴイッチが穣極的に志向しているのは、要
、
、
、
、
するに「閉じたイロ’－１」ではなく「どこまでも開かれているイローーー」での「ユーモレスク・イロニー」にあり、その点は
どれほど評価しても足りぬものがある。
Ⅲ 
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4０ 
、
、
、
、
、
、
生の「根源的な混沌」に身を托ナギリシャ人達の神点や神話や文学の世界だ。（傍点筆者、以下同じ。）インドの神話ｊも
新
文
学
の
源
泉
と
し
て
加
え
る
べ
き
だ
。
そ
れ
ら
に
は
、
す
べ
て
一
筒
の
完
き
調
和
に
み
ち
た
世
界
が
出
現
し
て
い
る
。
至
高
の
秩
序
、
、
、
、
といい、至高の美といい、「そんな調和ふちる世界に展開しようとただ愛に触れるのを侍望んでいる混沌」の衝動な
（狙ｄ）
、
、
、
、
、
（咽ｅ）
のだ。その愛は、人類の破滅を恐れ新生を憧れる根源的感情から生れ、表面は悲哀と憧僚●として現れる。前者が神々
や神話、また「間接的に神話の域にある」シェークスピアとセルヴァンテスを生み、後者がロマン語による騎士物
プ
ァ
ン
ヌ
ジ
ー
ファンタジー（胆よ△）
語と聖徒伝説の「騎士と愛とメルヘンの時代」の深く広い空想を生んだ。ロマン的．という名は後者の空想にある。
セ
ン
チ
メ
ン
タ
〃
憧れと悲哀つまり「愛が至るところに漂っているｊものが其の感情的なＪい）の」で、そこから新しい文学ｊい）生れる。
サ
イ
ン
た
だ
そ
の
た
め
に
は
、
空
想
や
感
覚
や
衝
動
は
、
没
落
か
若
返
り
か
、
破
滅
か
創
造
か
、
を
直
観
す
Ｚ
》
徴
か
記
号
に
す
ぎ
ず
、
事
件
や
、
、
、
、
、
、
、
Ｖ
Ｖ
、
、
（鴫ｇ）
人間のすべてはその感覚・衝動・空想の戯れなのだと受取るイロニーが必要である。「イロニーとは、永遠の敏捷
（咀ｈ）
、
、
、
、
、
、
、
さの、無際限に豊かな混沌の、明確な意識である」。この「明確な意識」が、無意識１℃含めた人間という「自然」の
、
、
意図だという。ヘッセの共感と歓びが見えるようだ。
「人間は、自然が創造しつつ承ずからを振返ること」であり、その人間の特質は「人間であることを超えて自己を高めえざ
るをえない」ところにある。芸術家はそんな「霊的器官の持主」で、人間のなかの全衝動の活力が彼の中で出会い、「真に一
個の個体となる」。その始源的姿は、いつしか必然的に「イローーーになるほどに、つまり自己創造と自己破壊の絶え間ない交
替になるほどに、自然で個性的」なあの「ホメロスの素朴」にある。それらが本能にすぎなければ幼児性か阿呆さかで、意図
だけなら気取りだ。本能でありつつおのずから意図になるときこそ自由で、まさに「●自然の意図」（脂ｉ）だ。芸術家を動かす
イ
ヂ
１
ア
プ
チ
テ
ー
ゼ
「理念」はそんな「イロニーに至るほど完成された概念だ。絶対の反立の絶対の綜合だ。一一つの相剋する思いの間で絶え間な
イ
デ
ー
ン
く自己を生糸続ける交替現象だ」（胆ｊ）。そして芸術家の「諸着想は、無際限の、独立した、だがいつＪも彼自身の内部で活動し
、
、
、
、
、
、
続けている神的な思いだ」。－ｌこれはユングの元型である。そして「神は個性の深淵であり、唯一つの無際限に充溢するｊい〕
の」で、「神の内部にはあらゆる霊が生き続けている」（昭ｋ）というとき、現代のユングである。また「芸術家になるとは、宴
エ
ソ
シ
ニ
ー
グ
ァ
メ
ム
ズ
府の神女に身を捧げることに他ならない。破壊の中での精神的激情の唯中で最初に神的な創造感覚が生れる」（嘔・‐）のほうは
『デミアン』でのへツセ体験、いや、そこから始る彼の切なる憧れだ。「ギリャ叙事詩や悲掛劇の各所に見るニレウシス密儀
の痕跡、ゼウスの二重性の合唱、オルフェゥスの断片」には破滅と新生、死と再生の「新しい自然の啓示」がある。文学を女
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オ
ル
ギ
ー
コ
ロ
ス
性的な隠秘な密儀と、男性的な陽気で奔放な狂燥で満たせ（焔、）。喜劇に割り込む作者の科白や〈ロ唱長の饒舌での完全な中断、
も
も
、
、
、
、
、
、
流れの破棄こそギリシャ劇の弾力の源で、そこで見せかけの思想が露わになり、その多彩な無限相乗の中で無限なるｊ四）のの意
識が創られてくる。それがギリシャの文学の様式だ。「様式」とは「美もしくは趣味を構成する根源的、本質的諸要素の持続
、
、
、
、
、
、
的均衡状態」といえる。最高様式は「白Ｈ由な心情から発した必然的法則で満された時代」が生む「全く同じ内容をもつ作品」
にある。ソプォクレスの作品はそれだｇｎ）。
、
、
、
、
、
、
そしてその明確な意識化がソクラテスだ。彼の「イロニーは、徹頭徹尾本能的でありながら、しかも徹頭徹尾考えぬかれた
擬装の唯一のものだ」。「そこではすべて戯れでありつつ真面目である。無邪気で空けつぴろげでありつつ深く擬装されてい
る。」それは「人生智の感覚と学的精神の結合、自然哲学と芸術哲学の出合いから生れている」。「それは絶対者と凡ゆる制約
されている存在との間の、あるいは一切の完全伝達の不可能性と不可避性との間の、葛藤する感情を含染かつ呼び起こす。彼
は文学のあらゆる自由の中で最高に自由な場所にいる。それにより吾々は自己を超えることができるからだ。」その一切は「無
、
、
、
、
、
条件に必然的で合法則的」だ。「調和のとれた」連中が、「この絶え間ない自己。〈ロディをどう取扱ったらいいか、皆目見当つ
かず、戯れを真面目と取述えたり、真面目を戯れと取遮えたりする」が、それは真実が始まる「悦ばしい徴候」（脂・）だ。こ
れは、「薄められた水っぽい理性」でなく、「弾力と電気を与える」「濃密で火のような理性」Ｂｐ）だ。
「文学のもつ生命と力は、文学がそれ自身の内部から生れ出るという点にある」（胆ｑ）。そんな「形成し続ける自然の聖なる
生命が充溢する象形文字」、「謎めく空想の源泉となりうる」純粋形式は音楽で、その意識化が小説なのだ。
日記や手紙や自絞伝や詩や哲学論考また紀行はすべて自己告白である。それをロマンティッシエ・イロニーの絶望と希望の
戯れで作るアラベスク模様織りが小説だ（巧ｒ）。様式を失って各を多極に走る近代文学のマイナスをプラスに変える新しい神
話、「未聞の生」を開く小説世界だ。「凡ゆる処でイロニーの神的息吹を呼吸しつつ」その』い》の自体が戯れである「先験的な葛
シ
毎
テ
ィ
ソ
ム
ソ
ク
歌劇」、それは「内面には凡ゆる』い）のを高みから見渡す気分、自分自身の芸術、徳性、独創性であろうと凡ゆる制限されたｊも
のを高象に無限に超える気分が存在し、」外面は、「喜歌劇歌手の身振り芝居」の戯れであるような作品がロマン文学だ９ｓ）。
回
マ
ソ
テ
イ
プ
シ
ニ
ｑ
プ
ペ
回
ダ
レ
ワ
ク
プ
０
ウ
ュ
ペ
ル
ヂ
ー
ル
・
放
ユ
ジ
ー
「ロマン的、発展的全体詩」は、考えられる全形式と全素材で満たして、「１－‐モアの羽郷きによって生動させる」ため
に、「文学的反省の翼に乗って、描写された対象と描写する者との中間に漂い、この反省を相乗して合せ鏡の中に並ぶ無限の
鏡のように重ね」Ｊもする。内からも外からＪい）「ジャンルを超え」「永遠にただ生成し続け、決して完成することがない」のを
特性とする「ひとつの完き全体」（過ｔ）としてある作品である。「両極端を結びつけてみるがいい。そうして始めて君達は中心
を手にする」（おｕ）、と。このすべてが、まさに『荒野の狼』の方法である。
も
も
じ
じ
ノヴァリスは、恋人の死を悲しむなかで、万有の凋落を恐れ新生を憧れる大きな愛を知る。自らの死により万有と合一する
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、
、
ｖ
も
、
、
、
、
、
統合を、無意識の幻想と意識の想像力と生理のエロスとその奥の英知ソフィアによる対話の魔術で行う。それが『青い花』つ
まり『ハインリッヒ・フォン・オブテルディンゲン』だ。ティークは『ローヴェルの物語』で、主人公をして、自分はプロテ
ウス．またはカメレオンよりも変身的だと言わせる。プロテウスは海の老人ポセイドンの従者で、様々の変身能力と予言力をも
つ。その変身する合せ鏡の魔術で、靴匠ペーメ（一五七五’一六二四）の神人・男女両性具有魔術を導入する。シュレーゲル
自身の作品『ルチンデ』の男女両性具有像やシニライエルマッヘルのそれについては、続稿で小説本文と共に見る。
シニトゥ〃▲・ウント・ドヲンクワ
ロ
マ
ン
主
義
は
、
疾
風
と
怒
涛
の
合
言
葉
「
私
は
成
ろ
う
、
私
は
欲
す
る
Ｉ
・
」
の
理
性
的
意
識
化
だ
。
そ
れ
は
、
自
分
と
時
代
の
偽
り
を
見
抜
く
批
判
精
神
で
自
分
と
時
代
の
無
意
識
を
揺
ぶ
り
、
混
沌
の
両
衝
動
を
覚
醒
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
無
意
識
に
真
向
う
意
ぺオパハトウンク
識
の
全
機
能
の
同
時
活
性
化
に
よ
り
、
混
沌
か
ら
自
己
創
造
を
促
す
、
多
面
的
な
、
い
や
、
魔
術
的
と
》
｜
ロ
わ
れ
ば
な
ら
な
い
観
察
ニヶァメペリノント
マーーエリメムメ
と
実
験
、
つ
ま
り
不
断
の
自
己
破
壊
と
技
巧
で
八
真
剣
に
戯
れ
る
Ｖ
イ
ロ
ニ
ー
が
生
れ
る
。
キ
ル
ヶ
ゴ
ー
ル
が
ソ
ク
ー
フ
テ
ス
の
奥
レ
プ
レ
ク
チ
オ
ン
ス
０
ノ
デ
ィ
ウ
ム
（焔ａ）
に
見
た
突
っ
抜
け
た
否
定
精
神
の
出
処
は
、
こ
こ
で
は
ペ
ソ
ャ
ミ
ン
の
言
う
「
無
制
約
な
反
省
媒
質
と
し
て
の
」
絶
対
者
で
（咽ｂ）
ある。そして「混沌とは絶対的な媒質の表徴以外のなにｊい）のでｊもない」。その媒介者がイロニーによる強烈な反省
ク
リ
テ
イ
ク
（脂ｖ）
と批判だ。そして「ユーモアの本来的本質は反省なのである」（シュレーゲル）。その最良の舞台が小説である。それ
は
人
類
と
自
己
の
破
滅
を
恐
れ
新
生
を
望
む
根
源
感
情
で
あ
る
愛
で
、
混
沌
を
あ
の
ギ
リ
シ
ャ
や
イ
ン
ド
の
神
話
像
の
完
き
調
和
象
つ
秩序の美に変える小説だ。これはヘッセが求める美と誠実の二要請を満たす小説だ。しか水》それは音楽の明確な意
エ
ク
メ
タ
ン
ー
識
化
な
の
だ
。
つ
ま
り
「
イ
ロ
ニ
ー
で
崩
壊
す
る
の
は
幻
影
だ
け
で
、
作
品
の
核
心
は
不
滅
だ
。
作
品
が
、
い
づ
れ
解
体
さ
れ
る
忘
我
（嘘ｃ）
のなかにではなくて、犯し鯵えぬ醒めきった散文形式の中に根ざしているからだ」とのベンャミソの解釈で、ジャン
ヶレヴィッチの批判は超えられる。後者のロマン派の両性具有の批判は専らロマン派音楽が対象材料だった。
プ
ワ
ブ
マ
ソ
ユ
ム
ー
ル
ジャンヶレヴ・イッチがロマン派の両性具有を「梵天の化身の如く対照的気分」と批判するその化身に、じつは『荒野の狼』
の主人公の名をもつハリー・〈ラーなる神が居る。ヘッセが小説中の「論文」で、インドの「叙事詩の主人公は諸個人の集合
体や化身の連鎖だ」といって主人公を郷楡する、その主人公ハリー・〈ラーは、頭文字Ｈ・Ｈがヘルマン・ヘッセと同じで、
そこからこれまでこの小説は、ヘッセの果敢な告白か自己曝鱗か自己戯画での、自己を舞台にした魔術実験と解釈されてき
、
■
た。それは確かだ。だが、それに、古インド叙事詩で「偉大な母にして父、だが男でＪい）女でＪい》なく、さりとて単なる去勢者で
ｊもなく」といぶかしく愛慕されるピシューー・シパーハリー・ハラーまたハリ・ハラ神（Ⅳａ）が加わる。それは根源的な混沌の
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生成力だ。根源的な母神と父神としていづれも両性を具有するシ拳〈とビシューーで、互いに離合交替しつつ混沌の中で生成を統
プ
ヲ
プ
マ
ソ
けてゆく。そのなかで、男神。ハール傘〈チを相手に眩鉦さすダンスを踊って娑婆世界の主宰神で最高原理でもある梵天を生み、
自らも体を裂いて子供神を生み続けてゆく。その子にハリハラプトラ（「ピシニ一一・シ、〈の息子」）の名もある（Ⅳｂ）。ヒンズ
ー神殿を飾る彫像の、踊る両性具有神シバ像やピシューー像は、各一体の左右が交替してゆく複数像である。叙事詩時代では、
シ、〈は破滅と創造に揺ぶるギリシヤのデイオーーュソスと殆ど等しい。ビシュ｝｜も両義で導くアポロであり、ヘルメスやトリッ
クスターにもなる。それが面妖かつ象徴的な両性具有ハリー・ハラー神として、左右の手に花輪と綱機または巻貝と剣あるい
は稲妻と子などを持つ像となっているＢｃ）。これはジャンヶレヴィッチを逆に郷楡しているインドの知恵だ。
む
げ
古代ないし小乗仏教でのこんな両性具有像が無縁に見えるほど、僕らは大乗仏教化の中で、日本の諸仏像に見る円融無擬に
れ
ん
げ
死
し
よ
う
枯華微笑する非男非女的統合像に馴れてしまっている。あのクザーヌス的「反対の一致」像に、である。基督の画像や彫像に
もそれはある。この小説で「家畜の群れと都会に紛れこんだ荒野の狼」ハリー・ハラーは、「不滅の人々」の文化的ないしは
セ
キ
ニ
ラ
ラ
イ
ズ
世俗化したそんな聖像にドン・キホーープ的に突っかかってゆく。祖父いらいインドの宗教と親しんできた彼が、）」の混沌の生
成力が内にもつ根源的イロニーで、自己を舞台に、古代の神々の如く「素朴で個性的な」、あるべき自画像を願って、潜かに
この名をとったと想像するのは、諸論究中でこの指摘にまだ会わないが、自然ではないだろうか。
ロマン派が新しい文学の源泉と見た、このインド神話の混沌の生成力を芸術の至高の美に変える魔術の典型は、ソフォクレ
、
、
、
、
、
〆の「オイディプス王」だろう。フロイト的心理学から芸術への必然としてのその両性具有の魔術を、僕が本稿で）」こまで辿
ってきた観点で一挙に纏める試糸をして梁よう。「オイディプス王」がギルガメシュ王説話のギリシャ的な発展的継承である
魂
ワ
ノ
イ
ヤ
ことも、その中で見えてくる．ｌ襲いかかった薔難でのポリヱ（アテネーーァーペ）の、偏執狂発作を慰依する敵を探す心的
エネルギーと潜在的罪資意識を、ポリス内の超自我たる王と王妃に移すのだ。つまりポリスの狂気への恐れと憧れが、ポリス
ク
プ
ー
の破滅を恐れ新生を願う王の無意識を掃ぶり、王を翻弄する運命となって、王をして父王を殺し母と相姦する禁忌侵犯を犯さ
■
ク
シ
ア
ー
ヌ
せる。その運命を神託が予告する。暖昧の別名をもつアポロの神託は、つねに「汝自身を知れ」と「汝の死を覚えよ」の伯
しい両義で揺ぶり導く導者なのだ。若き日より神託に対し誠実と自負、顕わな畏怖と隠れた自惚で対してきたオイディプスが、
いまその自尊と自負で招きよせる運命のイローーー、その破壊と創造、闇と光が無限に交替してゆく両性具有の魔術は、もはや
男女の両性を超えた神性と悪魔性の両性になっていて、それがこの作品を神的作品か啓示的位腫をとらせている。
この運命が起こす無意識と意識の葛藤を、劇中で曝露し促すのが、隠れた両性具有者で盲目の占ト予言者テイレシアスだ。
その奥には、いづれも両性を具有している撹乱者デイオーーュソスと包摂統合者アテナイが居る。時代と個人を、異質な世界を
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憧れかつ恐れる深層衝動で揺ぶって狂気の破滅か新しき覚醒かへと誘うデイオーーュソスの救済劇であり、その零きをなだめ神
ス
ヶ
ー
プ
ゴ
ー
ト
寵に与るため捧げる犠牲子羊の奉献劇である。もと農耕暦の冬至か早春の、穀霊と家畜霊の死・再生を願う豊饒子祝祭が、地
叔
リ
ス
方の諸部族の旧王たちへの懐郷を統合する国家祭祀に発展したものだ。その犠牲は、遊牧へプルでの子羊奉献に対し農耕ギリ
シャでは聖化された股強の牡牛であり、そのポリスでは国民が股も愛し畏れる王なのである。
それはまさに無意識と意識の境界に現れる夢魔劇である。フロイトなら超自我の父殺害と母との相姦を無意識が憧れ意識は
カ
タ
ル
シ
ス
恐れる葛藤を、この王の現実にしてポリスの葛藤が浄化される。ユングなら集合無意識のアニマや老賢者や太母による超克で
ある。だからこの賦罪王オィディプスの死。再生は願罪主キリストの十字架と復活を思わせる位極にある。終幕で、彼が父を
殺し母と相姦した現実が明かになり王の破滅がくる．だがその鱸滅の中で、彼をここに導いた運命の道ｌ神託を爾親が柿れ
て捨てた彼を受け容れたキタイロンの谷や森への呪いから始まり、拾われ育った故郷と養父母、そして彼自身神託を畏れつつ
イ
ロ
ニ
ー
６
℃
も
ｎ
℃
ｂ
…らの誠爽への自負のなかで放浪した倒然や町とこのｆスでの遮命ｌの皮肉を彼が呪う嘆きの一寳蕊腱、いつか懐しい感
６
１
１
 
謝や讃歌が混入していて、妖しく両義で膨れてゆく。この呪わしい運命の道跡を今後も見続ける両眼を、彼は自らの手で挾っ
て、染ずから、自らの運命に報い、その運命を潮笑する。敗北の中で、主体の勝利が現われる．主体の独自性の貫徹がある。
絶望の中に超越が、悲惨の中に高貴が既に生まれている。外なる闇を住居にしつつ内なる自由に生きる。この逆転は凄い。そ
のことでポリスの深層の憧れと恐れを顕わにしその破滅と創造の衝動を逆転させていつか交替する、この悲劇のイローーーは神
１
１
 
℃
ｂ
 
的息吹である。この、さまざまな悪魔的破壊衝動の内部に現われる怒り・激情・昂揚の中でいつか生れている神的創造衝動、
それを感じる感覚に、凡ゆる人間的制約を無限に超える気分が開けている。それが戦時アテネの、ヒステリカルに運摩して両
極衝動を跳び移っている観客を、いつかその不可思議の交替のなかに導きいれてゆく。
第二部作『アンチゴネー』は、再度の苦難のポリスを、アンチゴネーが父から継いだこの自己貫徹の高貴と悲惨の両性具有
で（ここでは前稿で見たように直接には男と女の両性具有によって）理性に覚醒させる。第三部は『コロノスのオイディプ
、
ス』だ。娘アンチゴネーに灘びかれて遍く外の悲惨を遍歴しつつ内の高貴であり続け、隠れた運命に導びかれて辿りついた）」
、
、
のアテネを守護する聖地－１股も悲惨で最も高貴な者の象が入るのを許されるコロノスで、人間の呪わしい制約を離れる願い
、
勺
も
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が叶えられ、雷撃にうたれて鱸制約世界に入る。Ｉかくてオイディプス催いつ震でもリアルに悲惨な霞霞で、いつ鬘でｉ
、
１
℃
Ｕ
、
■
も
、
、
、
、
、
１
，
、
刀
も
も
、
、
、
、
、
、
、
、
アルに高貴であり続けるその両義で、凡ゆる人間の運命への無制約な反省媒質となり、無限のイロニーで全人間史を反省と批
カ
タ
ル
シ
ス
判の中にい霞も招いている．単に鯵屈や燗励のエネルギーを鰭稼さ毯排樋させる隷化に止らない．！」のソフ；レスの両
性具有の魔術は「生存の罪」を抱いている。時代の破滅を共に滅ぶしかない『デミアソ』の他方の予感、そしていま『荒野
の狼』でそれを現実化する魔術幻想での狂気の戦争場面もそれだ。その場面でハリーは「生れて、ある国家に属し、兵隊とな
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ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ユ
ー
モ
ア
は
、
こ
の
高
貴
と
悲
惨
で
揺
ぶ
る
深
淵
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
へ
ツ
セ
に
即
し
て
フ
ロ
イ
ト
か
ら
見
よ
う
。
フ
ロ
イ
ト
も
既
に
一
九
○
五
年
に
ユ
ー
モ
ア
を
『
機
智
、
及
び
そ
の
無
意
識
と
の
関
係
』
で
識
い
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
二
八
年
の
コ
ー
モ
ァ
』
で
絞
首
台
前
の
ユ
ー
モ
ア
を
書
く
。
フ
ロ
イ
ト
に
注
目
を
続
け
る
ヘ
ッ
セ
が
そ
の
間
に
そ
れ
を
感
得
し
て
い
た
こ
と
（皿）
は
想
像
で
き
る
。
そ
の
『
ユ
ー
モ
ア
』
論
は
大
略
こ
う
で
あ
る
。
月
畷
日
に
絞
首
台
に
曳
か
れ
て
ゆ
く
囚
人
が
「
ふ
ん
、
今
週
も
幸
先
が
い
い
ぞ
」
と
い
う
と
き
、
そ
の
ユ
ー
モ
ア
で
、
緊
張
が
外
れ
る快感が彼にも傍らの監守にも生れる。その心理構造は、子供に対し父親が「ごらん、恐ろしく悲惨に見えるだろ
う
。
だ
が
ほ
ら
、
ほ
う
ら
、
笑
い
と
ば
す
こ
と
は
朝
飯
前
の
こ
と
な
ん
だ
よ
」
と
言
う
に
似
て
い
る
。
つ
ま
り
超
自
我
の
媒
介
で
起
こ
パ
ラ
ノ
イ
ア
されるユーモア世界だ。緊張した自我の心的エネルギーを、偏執狂や錯乱に逃げこむ前に心の中の父親である超自
我
に
移
せ
ば
緊
張
は解放される、あれだ。意識と無意識の境界で、一瞬だけ無意識の衝動の加エに委ねるのが奇想、
ア
プ
ニ
ク
ト
機智、イロニーだ。フロイトではないが、カントが「笑いは、緊張した期待が突然無に変ることから生ずる感情で
ナ
ン
セ
ン
ス
ソ
■
１
ク
ある」（『判断力批判』）というときのは、確かに突発的快感をもたらすが没意味の譜諺に近く、意識と切れて無責任
に
委
せ
る
場
合
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
に
較
べ
、
超
自
我
は
元
来
、
ｐ
喧
し
い
両
義
的
父
親
だ
か
ら
、
機
智
や
譜
諺
ほ
ど
の
快
感
は
な
い
。
だ
が
、
自
我
を
解
放
し
て
昂
揚
さ
せ
、
痛
ん
だ
自
我
を
慰
め
て
苦
悩
か
ら
守
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
意
図
は
感
じ
ら
れ
、
自
我
の
外
界
反
応
を
変
化
さ
せ
う
る
。
も
し
囚
人
が
そ
の
と
き
「
ふ
ん
、
何
も
で
な
い
さ
。
俺
が
吊
さ
れ
て
も
ど
う
っ
て
こ
た
あ
ね
え
さ
。
そ
れ
で
世
り、人を殺し、軍備のため税を払う義務を負わされた。その生の罪が、いま私を促して、再び殺人をせねばならぬようにし
た」、しかも「今度はいやいやでなく、その罪に身を委ねてしまった」と言う。そこに、時代の衝動の中で、その奥の罪の不
可
避
の
必
然
と
偶
然
、
い
や
、
そ
の
絶
望
的
混
沌
で
の
自
由
の
世
界
が
渇
き
岬
い
て
い
る
。
そ
れ
は
救
い
の
ユ
ー
モ
ア
世
界
に
通
じ
て
い
る
。
プ
ラ
トンは『饗宴』の最後を、ソクラテスが「悲劇を技術をもって作る者は、また喜劇作家でもありうる」ことを、アガトンとア
リストファネスに「認めるよう強いる」姿を暗示して終らせている。
Ⅳ 
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式はわかる。
界が滅びる訳でもあるめえ」と言ったのではユーモアではない。いわば正しい評価に立つ諦めにすぎぬ。諦めでな
ユ
ニ
ー
ク
く、厳しい強迫現実に対し自我の独自さの独立を貫徹するのが、ユーモアだ。以上がフロイトだ。そのとき、確か
に元禄の心意気のあの一一重性も生れるだろう。
先に見たシュレーゲルは、「ユーモアの本質は反省」で、それは「すべての超越的なものとの類縁関係」にあり、その関係
は「人間と自然、賢者と子供の関係に等しい」と言っている。フロイトとそこは同じだ。ただそれに無制約な反省媒質からの
イローーーが加わる。それを前面に出すのが後述のキルケゴールである。
ユ
ニ
ー
ク
』」ういう自我の独自さの独立を貫くのが、ギリシャやローマにおけるユーモアだが、それは近世では英国から始
まった。やはり元禄を思わす一六世紀末エリザベス朝の爆発的な文人興隆期、凡ゆる気取りや気紛れを許したこの
時代に、誰もが誇示した自己の特異性を意味した盲目・貝が濫用に近い流行を極め、それは凡ゆる画一化や平等化
ウ
イ
ッ
ト
ゾ
■
Ｉ
夕
への抵抗をも意味した。一七世紀ではそれは、洗練された機智より話し手の「気質」を内から明確に示す譜識を意
コ
ミ
カ
〃
ア
イ
ヂ
ア
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
、
、
、
味し、文芸では、単に滑稽な着想より奇想と一一二口える生気満つ特殊感覚を意味した。これは流入する合理的社交的フ
ユ
ム
ー
ル
（田ａ）
ピューリダン
ランス趣味（あのジャンヶレヴィッチが見た）ゴロ目のロ『への骨っぽい抵抗でもあった。同時に、あの清教徒革命前夜
バランス
コ
メ
デ
ィ
の一七世紀前半来、一示教、人種、階級間で極端に揺れる危険な衝動に平衡感覚を与えようと、それは喜劇と結び
ユ
ー
モ
ア
（四ｂ）
盲目ｏｎが自覚的文芸潮流になった。この二面は、フロイトの言う自己貫徹と超自我に立つ世界だ。これが本来の
ロマン主義で、ドイツ・ロマン派もそれだ。その結実は、英国では一八世紀のスターンの『トリストラム・シャン
（四ｃ）
デイ』から、ドイツではジャン・パゥルからだ・後者のユーモア論での（「主観性ｌドイツ人が自分の『私』を取扱い
措定する仕方Ｉ」も含めて）「ユーモアの総体性」、「ユーモアの持つ破壊作用を行う、あるいは無限な理念」朧、邦
訳『ヴーッ先生万才！』ひとつ見ても明らかだ。生の空虚と無内容さへの絶望を、無限に牧歌的な豊饒へと飛翔さ
、
、
、
、
、
、
せながら凝視し、その豊饒への予感と現実調刺とで誘う、音楽と風の軽やかさで快活に踊るユーモアのその無限形
シ
ニ
テ
イ
ン
ム
ン
ク
ア
イ
ン
シ
ニ
テ
ル
ン
ク
これは実存的気分ないし態度とｊも言える。ドイツ・ロマン派を受けて、シュレーゲルに次いで最ｊも魅力的に
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幻
殆ど同じことを言っているのがキルヶゴール（一八一一一一～五五）である。彼は、ユーモアを、人間と時代の原罪的破
、
、
、
、
減を抱く憂愁とそこからの新生を慨標する「愛」の宗教的実存形態であると言う。『－－モアを、無制約の否定的反
エ
ン
ト
・
ゲ
ニ
ー
ダ
ー
・
オ
ー
ダ
ー
エ
イ
ロ
ネ
イ
ア
省イロニーが生む無制約の一目定愛の領域とし、官能的「美」か理性的「善」かの「あれかこれか」を「装って訊く」
ヴニーダー・ノヲホ
匿名者が、その原罪的苦悩をより高く典塁かで柔軟敏捷な「あれもこれも」に覚醒させる、そこにユーモアを見る。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ここにはあのヘッセの『白痴論』をイロニーにより明確に意識化した世界がある。だがそれは、戸マン派の無限に
、
、
、
止揚なき弁証法をキリストの十字架と復活の一一重性に包摂・揚棄する実存弁証法にもなる。そしてそれが所謂神秘
、
、
、
、
、
、
的境地にならないのが、イローーーのユーモアつまりユーモレスク・イロニーの強靱な精神だろう。
、
、
、
、
、
、
、
、
ダ
イ
ナ
４
ツ
タ
、
、
、
、
その十字架と復活のキリストの絶望と栄光の啓示像を、力動的に顕現と被覆で両極に誘い跳ばせ、未開の意味に覚醒させる
、
、
ナ
イ
ソ
召命櫛造から出発して、復活の、というよりいまここに現臨するイエスのユーモアのなか、（昭）絶対の否定を内包する愛の絶
ヤ
１
対の肯定の柔軟敏捷な現実主義倫理を完成するのが、カール・・ハルト（一八八八～一九一ハ八）である。彼のモーツァルト諭に
シ
ニ
ピ
ー
ル
エ
ル
ソ
ス
ト
見られるその生涯の思慕は殆どへシシ」と等しい。スイスからの反ナチ姿勢もヘッセを思わす。また、遊びを、真面目が持つ不
フ
モ
ー
岳
寛容の否定性と冗談の寛容な肯定性の包括として、文化のあるべき核と見たホイジンガーは、その現実的で豊饒な社会展望を
開く現代のカィョワをも生む。ヘッセ（一八七七～’九六二）とロマン・ロラン（一八八八～一九四四）の友情と双望は周知
だが、この。ハルト（一八八八～一九六八）とホイジンガー（一八七二～一九四八）↓へツセと全く時を同じくし、同じ時代の
渦中でこれらを掴んだのであり、何らかの間接的影響も十分考えられる。
ヘッセは『荒野の狼』の「論文」で、ゲーテの『ファウスト』は、全登場人物が主人公で、かれらによる「超個
人」的な「より高い統一体の中で」魂の其の姿が暗示されているという。その『ファウスト』中の『天上の序言』
メ
フ
イ
ス
ト
フ
・
レ
ス
に、主と悪魔のユーモラスな対話がある。その最後で別れつつ主は一一口う。「お前はいつでも自由に好きなこと
をやればいいのだ。／わしはお前の同類を憎んだことはない。／およそ否定する霊たちのうちで、大して荷厄介に
ならぬのは、／茶目気を忘れぬいたずら者だ。／どうかすると人間の活動はすぐたゆ承がちになってしまう。／人
間は絶対的な無為と休息をもとめる。／だから、私は、つっついたり引っぱったりして、／悪魔の仕事にせいをだ
（、ａ）
す仲間をそえておくのだ」と。その前の『舞台の前戯』で、作者と道化と座主の三巴えの対話の股後で座主が、「月
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咄結構、／星なんかいくら使ったって一向に構わないし、」「造化の万物を駆り出して、／緩急よろしく、天国から
（釦ｂ）
メ
フ
イ
メ
ト
フ
ニ
レ
ス
この世を通って／地獄へまでも歴巡って貰いましょうか」と一一ロう。そして、あの主と悪戯悪魔と共に、ファゥ
、
、
、
、
、
ストを、あのキルケゴール・ユーモア世界に導く。この座主の一一一口葉を、月と星と狼から人間まで造化の万物を駆り
出して、と言えば、『荒野の狼』が生れる。ファウスト原型はグノーシスの両性具有救済者フォースターだ。英国
ではシェークスピアの舞台廻し道化フォルスタッフとなる。この「序曲」が『ファウスト』に加わるまで着想か
ら三十七年、『断片ファウスト』からでも十八年を要している。老熟ゲーテにしてこれは生れた。
（虹）
ヘッセは後に『シュレンペ追悼』中の一節「イエスとソクラテス』で、「知恵の中で老熟した者だけが持つこと
ができる言葉がある。イエスは徹頭徹尾若者で、ソクラテスは老人だ」と言う。「イエスはソクラテスよりも暖く
親切だが、ソクラテスはイエスより精神的に敏捷だ。宙に迷っている者への洗練された感覚で、もっと精神的にす
ばしっこい。加えてソクラテスは老人だ。老人の老熟には、若者や天才と引き換えられぬものがある」とも。ユー
モアへの超自我的導者だ。》」のゲーテとソクラテス（とモーツァルト）が『荒野の狼』の「不滅の人々」の「積極
的で快活な、個人と時間を超えた信仰」を形造っている。
プレイ戸Ｉマ
モーッアルトは、ヘッセにとり「魔法と照射力に満ち」、「溢れるより以上の」「壱工全な充溢」であり「魔法の記号」
だ。その記号はわれわれを「世界は音楽の比楡で感得される一つの意味をもつこと」に覚醒させる、と既にヨ九
（麺）
一一○年の日記』に記す。そして小説の三年後一九三○年の前記アッカークネヒト宛手紙で、みずから『荒野の狼』
ソ
ナ
タ
、
、
が「奏鳴曲のようにテーマの輪郭を明瞭に描き出し、楽理的に構成されている」自負を語る。音楽は鼓鱒のリズム
ま
メ
ロ
デ
ィ
ー
ゲ
ー
ゲ
ン
ノ
ロ
デ
イ
だ。緊張と弛緩が転換し、その切れ目や間に、切断、反転、反覆する変奏で、「旋律と反旋律が冗談と真面目を伴
って同時に現われ、眩惑する多彩が背後の統一を表現」しうる。小説と同年の『一一ユールソペルクの旅』で「そん
な文章を書きたい」と彼が書くのは既に見た。そこに両性具有魔術が自覚されているのも既に見た。ロマン派音楽
サイン
を持ち出さずともモーツァルトだけで十分だろう。ともかく、このような二口楽魔術の記号や徴しは、無意識をも意
ド
ラ
マ
ま
識をも共に促し、誘う。そして劇は、切れ目や間で息つめて待つ観客の期待で観客と共同して創る創造空間を持
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オ
ペ
７
つ。そしてこの音楽と劇の綜合楽劇は、より生理的な肉声でｊも誘う徴しや象徴で観客を眩鐘させ麻痒Ｊも覚醒ｊい》させ
、
、
、
る魔力をＪ翁）つ。そのなかに誘い》」まれてゆく観客はいつか逆に自分を、その誘う創造空間の徴し、謎に象ちる象徴
、
、
、
、
、
にすぎぬと感じ始める。つまりこっちが向うの徴しだと。そ｝」で、『荒野の狼』が繰返し言う「生の未聞の意味に覚
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
み
つ
醒する」ことが実現する。『饗宴』でソクラーフスが凝視める男女両性具有象徴は、向うがこちらを促してゆむが鮓飾
シンボルおこなおざり サイン
象徴だ。熾す歴史が示す徴しだ。それをモーーッァルト楽劇・悲喜歌劇的散文で敢行するのがこの小説である。
一九一一一○年は人奇が既にナチスに熱狂し、ヘッセ自身「近づく破局と戦争の脅迫感、足下にちらちら燃える地獄
の思い」を感じている年だ。この年の一読者宛手一繩で、この小説の信仰と魔術劇場についてこう書く。「嘘と物欲
、
、
、
、
と狂信と粗暴のこの雰囲気の中で」私は「至福千年王国的な人間法則」が「一」の時代の騒ぎ全体より静かに永続す
ることを信じています」。「私の人生は時間を超えて無時間の中で生きる様為な道の実験でした。それを時に遊びの
形式で、時に真面目な形式で表現してきました」。いま『荒野の狼』の若い読者達は「この時代の精神錯乱を語っ
た箇所は柔な真剣に受取ったが、私にとってそれより千倍ｊも重要な信仰は全く見ず、勿論、信じ』もしなかった・戦
ナ
チ
オ
ナ
ー
ル
，
ゾ
チ
ァ
リ
メ
ム
ス
ゲブッエン
争、技術、資本狂い、国粋社会主義などをそれで等閑にするのではなく、生）（さにこの諸六の神食に代る信仰を私は
樹て得なければなりません。その信仰をこの小説でモーツァルトとあの不滅の人だと魔術劇場で樹てました」。「こ
のハリーの信仰で」「この時代を人為が超えうることは私には確かです。」「この信仰を見出せねばこの本を投げ捨
ててほしい」と。だがそれがそんなに困難なのは、それが最終到達の寂静の境地でも諦念世界でｊもないからだ・そ
うではなくて、魔術劇場のユーモアだからだ。彼はその手紙を続ける。「先日も若い女性が、自分はこの魔術劇場
の個所で、まるで自分が阿片を吸飲したように、いつか自分とすべてを自分でお笑い草にし、抑諭していて、それ
が自分にひどく当てはずれの感をさせている。魔術劇場をどう考えればいいのか、と質問を寄せた。それに対し、
私はこの魔術劇場ほど私にとり重要画ィ聖上なるｊものを嘗て語ったことはない、私にとり究極的な価値をＪもつ重要な
形象（国一二）であり容れ物（出口］］の覆面）です。Ｊもう一度読んで象て下さい、と答えました」と。この小説は、眩
鐘ｊも麻揮ｊも覚醒Ｊもさせるべく生れている。そして一一一度び近づく時代の狂気の前でその中で本稿冒頭に見たあの結
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切語、ユーモアの会得を呼びかけている。
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（２）ペルンハルト・ツェラー『ヘッセ』（国・侭の］］日出・黒崩の．井原恵治訳理想社③一三○頁⑥一一一一二頁。
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（６）国・罵②、の．□の目目・○・の・田．⑭．③、．】＄⑥、』罠。（高橋健二訳『デミァソ』新潮文庫、七九、八一頁以下）
（７）一一クラウス・クザーヌス『知ある無知』大出、岩崎訳、創文社、昭型、とくにその第一巻。
（８）③ユング『元型論』林訳、三一頁以下、⑥多くの紹介書中、ユソグのこの視点を最もよく紹介している湯浅泰雄『ユソ
グとキリスト教』第二章グノーシス主義、一七五頁の簡潔な表現による。何フロイト『人間モーセと一神教』第二部、フ
ロイト選集８『宗教論』吉田訳、二四一頁以下、③の．］目聴・鷺・ＰＣ・】］の：』ゴ・鼻、》勺旨８８コ・気）］と‐】』・句・巴罵・
（湯浅同前、一八四頁以下参照）⑥グノーシスのコイネーギリシャ語男性名詞であり、創世記へプル語では「人」ついで
「男」に転化した語。
（９）③オットー『聖なるもの』、岩波文庫（。辱・・ロ山、用岸冨、の）いらい公璽》璽態ふむか。異様な未知の力への両義的不安
（恐れと憧れ）を一一一一戸う概念。⑥湯浅同前六七頁、ヤコービ『ユング心理学』池田他訳、一一四○頁以下。
（、）何Ｍ．Ｌララソッ『ユング現代の神話』高橋訳、五四頁。湯浅、同前公四三頁以下．⑤。．］目唄・Ｐ旨匡。］・巴爲房冨
閂風回、符§８○弓・ぐ・旨①・勺・』虞湯浅、同前七四頁、何の．］目的目冨漂８．日目・一・喝・帛昏のの圓芹冒圃蔓暫］③⑫・○コ．
ご・］・＠‐】．⑩．⑬】墓・湯浅、同前七一頁、⑥ｐ］目、．Ｐ］３．一・ｍ目」鈩留の・芹・【＆の言・岳の椥宵呂冒⑩。○弓・●ず］．。‐』・勺・巴津・
（ｕ）の。］目的・円ざ・恩⑩…・○コ・ぐ・］・『・の僧畠・湯浅、同前七二頁。とくにニーチェ批判についてはＭｏＬ・プランッ、同
前五九頁以下が詳しい。またヤコーピ、同前二六二頁。
（⑫）国・用巌路の・ど】帛嚴５国・向司色ござ．。．ｍ・田．『．、。、Ｂ（本稿終章で詳しく紹介する）
（過）前稿出ジャンケレヴィッチ『イローーーの精神』久米博訳紀伊国屋書店③一七三頁。⑤一七六頁。
（辿）津．、島］の、巴．。§＆呂邑冨閂烏弔・冊】の．］⑭旨国の：．』９．この両者は『アテネゥム』第三巻第一部に同時に発表され
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（Ⅳ）言９号ＤＣ日ロ】、のＨＱ国豊の『・》ヨＯＢのＰ鈩且８曾口・§且◎号周日胃三日］昂〕８⑫厨・〔〕巳ぐ・○嵐８噸。田園ｍ・Ｓｇ．③弓・②ｇ
ｌ困ら》弓・也圏ｌ蜂⑥己．⑬ｇ何℃・旨①
（囮）フロイト『ユーモア』ｅ①同国ＰＢＲ）高橘義孝他訳、フロイト選集７『芸術論』一一一二五頁以下
（、）③吉田正勝「フモール論」『’九世紀ドイツ文学の展望』一九世紀ドイツ文学会編、一七一頁、⑥Ｒ・ニスカルピ『ユ
ーモア』蜷川親善訳、解説、クセジュ文庫、いⅣ］の目弓画巨←ぐ。【鰯・冒一の』円艀昏の【時局廓芹の目胞ｇご日一⑦⑭目、の日己Ｆの一肩一ｍ
ｇの『」一の弓胃〔①】の己」ＲＮＢ庁・］の目弓：一コの『庁の。○出目⑰目旨ロロロゲのロ巳Ｂ・田．⑰（ジャン・ハウル『美学入門』第七部
ユーモア文学について。古見日嘉訳、白水社、三七頁以下。）
（、）③大山定一訳、ゲーテ『ブァウスト』、筑摩世界文学大系型『ゲーテ』ｌ、一二頁、⑥高橋義孝訳『ファウスト』新潮
文庫、但しここでは題「舞台の前戯」は「前狂言」とされている。二○頁
（、）国・国の脇の。］①、口、目』の。汀画（①、．Ｈ回避Ｚ“○ず日（冒帛○芹】四８やぽの。旨の目已の・實の・の．■ｇ吟印・司垣
（麺）Ｂ・ツェラー、前掲醤一三○頁。
（密）国・田①いの①・足百出のＨ日切・ロゴ園』⑫９．○・ｍ．》田・『．ｍ・ｇＣｌｍｇ
た
．
ロ
・
円
…
…
…
…
ミ
ヨ
６
－
：
房
…
目
…
噸
…
・
§
ｌ
屋
§
以
下
の
三
断
片
は
頭
文
字
の
み
で
、
墨
ご
伊句》児自とし、その附番号を記す。田【Ｈ冒唖ｎヶの局Ｈ】の：・ず．の○三の、２‐しＥ⑫、：⑦．■１．い］やｓ・目ケ・目勝‐三ｍ・田ロュロゲ・の田．⑰。
、⑭←鴎・伊司。②。■←『頭・』田・酌・骨の、鴎・閂』ｐ．ｍ．唾⑰②澪・
（咽）③の勺・切・哩Ｓ⑤。勺．、．②］今回の勺・の．』】午く⑤㈹○句・⑰・琶⑤⑥国。．］Ｃ←および他のロ日中に展開。いの勺．ｍ・患、⑧の勺・塑・旨②
⑪匡皀の⑥』『臼の乍馬』、』⑨巨目Ｓｍ国昌箪阿○勺ｍ・臣①ｌ『．Ｅ已届『何シュレーゲル『ギリシャ文学研究』、シュレー
ゲル『ロマン派文学論』山本定祐訳、富山一房百科文庫Ⅳ、解説言・○ロ臼＆⑨［国Ｅ⑨国ロ圏ｕ〕勺⑩・忠『｛．③Ｐ固唾
いｗシ局桿』のｍｗ閂」二『烏、〉少」ｗい◎⑨
（咽）③ベンヤミン『ドイツ・ロマン主義』大峯他訳、ヴァルター・ペンャミン著作集４晶文社、一○二頁、⑥一○八頁ｂ一
二四頁
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